
意見などの募集期間

①２月１日㈯～ 28日㈮、②２月６日㈭～３月７日㈮、③２月 10日㈪～３月 12日㈬（いずれも消印有効）

素案の閲覧方法

①は２月１日㈯～、②は２月６日㈭～、③は２月 10日㈪～　市役所２階都市魅力課および各課、金剛連絡所、
中央・金剛・東公民館、中央・金剛図書館、T

と ん ぱ る
ONPAL（多文化共生・人権プラザ）、T

ト ピ ッ ク
opic、すばるホール、

レインボーホール（市民会館）、総合福祉会館、けあぱる、かがりの郷、保健センター、市民総合体育館、総
合スポーツ公園、きらめきファクトリーで閲覧
※市ウェブサイト（各パブリックコメントのページ）からもご覧いただけます。
※①は太子町、河南町および千早赤阪村の各役場などでもご覧いただけます。
※素案のその他閲覧方法については、各課にお問い合わせください。

意見などの提出方法

募集期間内に、住所、氏名、電話番号、ご意見を記入し、はがき、封書、ファクス、メールで各課へ
※市ウェブサイト（各パブリックコメントのページ）の応募フォームからも提出いただけます。
※直接持参も可。電話での受け付けはできません。なお、提出されたご意見は、反映できるよう検討させて
いただきますが、個別に回答できませんのでご了承ください。

パブリックコメントを実施　

①（仮称）富田林市、太子町、河南町及び
千早赤阪村地域公共交通活性化協議会地域
公共交通計画（素案）
　金剛バスの廃止に伴い、本市、太子町、河南町お
よび千早赤阪村で構成する協議会において「金剛ふ
るさとバス」の運行を開始しましたが、将来にわたっ
て、少子高齢化、公共交通利用者の減少、乗務員不
足などの課題に対応できる持続可能な公共交通サー
ビスを確保するため、今後の地域公共交通のあり方の
マスタープランである同計画の素案をまとめました。
問交通政策室〔〒584-8511常盤町１の１・内線
416、417・FAX（20）2072・ koutsu@city.tondab 
ayashi.lg.jp〕
※持参の場合はすばるホール４階。

②富田林市（仮称）こども・子育てプラザ
（東施設）整備基本計画（素案）
　全ての子どもの育ちと子育てを強力に支援し、本
市で「こどもまんなか」社会を実現していく上で、子
ども・子育て支援施策のさらなる充実を図るための
複合的な機能を持った施設の整備について、基本方
針などを整理した同基本計画の素案をまとめました。
問児童館〔〒584-0024若松町一丁目７の47・☎

（25）0666・FAX（26）3676・ jidoukan@city.ton 
dabayashi.lg.jp〕

③金剛駅周辺まちなかウォーカブルビジョン
（素案）
　南海金剛駅を起点とし、金剛中央公園までの約
520m にわたる「ふれあい大通り」を中心に、滞
在快適性等向上区域（ウォーカブルエリア）を設定
し、回遊性・滞留性の向上や賑

に ぎ

わいづくり、住民主
体の多様な取り組み、交流機会を創出するウォーカ
ブルなまちづくりをめざしています。
　このたび、地区住民などと将来のめざすべき姿や
その実現に向けたプロセスと方策を示す同ビジョン
の素案をまとめました。
問金剛地区再生室〔〒584-8511常盤町１の１・内
線459、452・FAX（24）0269・ kongo-saisei@city 
.tondabayashi.lg.jp〕
※持参の場合はすばるホール４階。

パブリックコメントとは？
　市が作成しようとする計
画や条例などに対して意見
を提出することで、市政に
参加することができる制度
です。

市ウェブサイト
（パブリックコメ
ントのページ）
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Ｐ
Ｔ
Ａ
の
集
会
、
バ
ザ
ー
展
示
会
、

子
ど
も
の
学
習
事
業
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

す
で
に
開
設
し
て
い
る
学
校　
彩

和
学
園
明
治
池
中
学
校
、富
田
林・ 

久
野
喜
台
・
寺
池
台
・
向
陽
台
・

新
堂
・
大
伴
・
彼
方
・
錦
郡
・
川

西
・
喜
志
西
小
学
校

今
回
新
た
に
開
設
す
る
学
校　
喜

志
・
東
条
・
伏
山
台
・
高
辺
台
・

藤
沢
台
小
学
校

開
設
時
間　
い
ず
れ
も
午
前
９
時

～
午
後
９
時
（
12
月
27
日
～
１
月

７
日
は
除
く
）

対
象
団
体　
原
則
、
そ
れ
ぞ
れ
の

小
学
校
区
内
で
活
動
し
て
お
り
、

同
拠
点
の
設
置
目
的
に
合
っ
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体

利
用
料　
無
料

利
用
方
法　
利
用
に
は
事
前
に
団

体
登
録
が
必
要
で
す
。
教
育
総
務

課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
同
課
に
提
出
し

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
後

は
施
設
利
用
予
約
書
を
各
学
校
に

提
出
し
、
承
認
を
得
て
使
用
の
予

約
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（
教
育
総
務
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
教
育
総
務
課
（
内
線
３
５
５
）

が利用できます

　
学
校
の
余
裕
教
室
な
ど
を
、
学

校
と
地
域
・
家
庭
・
行
政
が
連
携
・

協
働
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
る
場
と
し
て
活
用
し
、
地
域

交
流
や
、
課
題
解
決
を
め
ざ
す
た

め
に
、
令
和
４
年
度
よ
り
地
域
総

合
拠
点「
Mみ

な

よ

る

I
N
A
Y
O
R
U
」の

開
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
市

内
の
16
小
学
校
区
全
て
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
治
会
の

集
会
や
地
域

活
動
団
体
の

会
議
、
生
涯

学
習
団
体
の

活
動
、
校
区

交
流
会
議
、

全小学校区で

校区交流会議の様子校区交流会議の様子

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
金

　
国
の
経
済
対
策
に
基
づ
き
、
物

価
高
へ
の
対
応
の
た
め
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
対
し
て
「
富
田
林

市
物
価
高
騰
対
応
低
所
得
世
帯
支

援
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　
１
世
帯
に
つ
き
３
万
円

（
１
回
限
り
）

子
ど
も
加
算　
対
象
世
帯
の
世
帯

員
で
あ
る
18
歳
以
下
の
児
童
１
人

に
つ
き
２
万
円
（
１
回
限
り
）

※
平
成
18
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
に
限
り
ま
す
。

対
象
世
帯　
次
の
①
～
⑤
の
全
て

に
当
て
は
ま
る
世
帯

①
基
準
日（
令
和
６
年
12
月
13
日
）

時
点
で
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

②
世
帯
全
員
の
令
和
６
年
度
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る

③
世
帯
の
中
に
住
民
税
課
税
所
得

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
未
申
告
の

人
が
い
な
い

④
住
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
他
の

親
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ
た
人
の
み

で
構
成
さ
れ
て
い
な
い

⑤
同
趣
旨
の
給
付
（
３
万
円
）
を

他
の
自
治
体
か
ら
受
け
て
い
な
い

案
内
時
期　
支
給
の
対
象
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
世
帯
に
は
、
２
月

中
旬
以
降
順
次
、
手
続
き
案
内
の

書
類
を
送
付
予
定
で
す

※
現
在
、
同
給
付
金
の
支
給
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
最

新
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（
増
進
型
地
域

福
祉
課
の
ペ
ー
ジ
）で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
７
５
）

窓
口
の
混
雑
状
況
確
認	

サ
ー
ビ
ス
の
ご
活
用
を

　
時
期
に
よ
っ
て
は
窓
口
で
の

手
続
き
が
集
中
し
、
待
ち
時
間

が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
窓
口
の
待
ち
人
数
や

呼
び
出
し
状
況
が
分

か
る
、
混
雑
状
況
確

認
サ
ー
ビ
ス
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
（
内
線

５
１
０
、５
１
１
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済	

対
応
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
を

導
入
し
て
い
ま
す

　
本
市
で
は
、
利
便
性
向
上
の

た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

対
応
の
セ
ミ
セ
ル
フ
レ
ジ
を
導

入
し
て
い
ま
す
。

　
一
部
の
証
明
書
発
行
な
ど
の

手
数
料
の
支
払
い
に
つ
い
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電
子
マ

ネ
ー
、
コ
ー
ド
決
済
支
払
い
が

で
き
ま
す
。

利
用
可
能
な
主
な
手
続
き

住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
、

市
・
府
民
税
証
明
書
、
納
税
証

明
書
な
ど

※
利
用
可
能
な
決
済

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
デ

ジ
タ
ル
推
進
室
の
ペ
ー
ジ
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
（
内
線

５
１
０
、５
１
１
）
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会計年度任用職員を募集
募集職種 担当課 その他

市
非
常
勤
職
員

生活保護相談員（面接相談員） 生活支援課（内線141） 試験内容　面接試験（一部の職種は、作文試験や書類
審査などもあります）
※採用人数、受付期間、試験日、面接時間・場所、勤務日、
業務内容、受験資格など詳しくは、市非常勤職員（会
計年度任用職員）試験実施要領などをご覧ください。
合格発表　各要領に記載
申し込み　所定の申込書に必要事項を記入し、写真を
貼って、担当課へ（郵送不可）
※月～金曜日（祝日は除く）、午前 9 時～午後 5 時
30 分（図書館司書は、火～日曜日（祝日は除く）、午
前９時 30 分～午後６時）に受け付け。
※免許・資格が必要な職種は、資格証明書の写しを添
付してください。
※申込書、同実施要領は担当課で配布（市ウェブサイ
ト（各課のページ）からダウンロードもできます）。

学校校務員 教育総務課（内線355）

幼稚園講師 教育指導室（内線369）

小中学校介助員 教育指導室（内線363）

広域福祉共同処理嘱託員 広域福祉課〔☎（20）1199〕

図書館司書 金剛図書館〔☎（28）1171〕

こども・子育て応援センター職員 子育て応援課（内線279、285）

心理相談員 子育て応援課（内線285）

保健師または管理栄養士 保険年金課（内線155）

一般事務 人事課（内線323）

市
短
時
間
非
常
勤
職
員

幼稚園園務員 教育総務課（内線355） 勤務日、業務内容、申し込み方法など詳しくは、市短
時間非常勤職員（会計年度任用職員）募集要領などを
ご覧ください。
※申込書、同募集要領は担当課で配布（市ウェブサイ
ト（各課のページ）からダウンロードもできます）。

幼稚園介助員 教育指導室（内線369）

日本語指導員 教育指導室（内線363）

教員業務支援員 教育指導室（内線356）

図書館司書 金剛図書館〔☎（28）1171〕

幼児教室保育補助 子育て応援課（内線285）

学童クラブ指導員（補助員） こども育成課（内線281）

市立保育所保育士・時間外保育士 こども育成課（内線281）

一般事務 人事課（内線323）
▲市非常勤職員 ▲市短時間非常勤職員

２
月
７
日
は	

	

「
北
方
領
土
の
日
」

　
「
北
方
領
土
の
日
」
は
、
北

方
領
土
問
題
に
対
す
る
国
民
の

関
心
と
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

返
還
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図

る
た
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
２
月
と
８
月
は

「
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強

調
月
間
」
で
す
。
期
間
中
に
は

全
国
各
地
で
集
会
、
講
演
会
、

パ
ネ
ル
展
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
秘
書
課
（
内
線
３
１
２
）

売
却
物
件　
青
葉
丘
ポ
ン
プ
場

（
加
太
一
丁
目
６
４
３
の
１
）

現
地
説
明
会　
２
月
13
日
㈭
、
午

後
２
時
～
（
当
日
直
接
現
地
へ
）

※
荒
天
の
場
合
は
２
月
14
日
㈮
、

午
後
２
時
～
実
施
し
ま
す
。

実
施
要
領
の
配
布　
２
月
10
日
㈪

～
３
月
10
日
㈪
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
除

く
）
に
、
上
下
水
道
総
務
課
で
配
布

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
上
下
水
道

総
務
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

入
札
参
加
申
し
込
み　
２
月
10
日

㈪
～
３
月
10
日
㈪
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分
に
、
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
上
下
水
道
総

務
課
（
甲
田
二
丁
目
12
の
44
）
へ

持
参
（
郵
送
不
可
）

入
札　
３
月
11
日
㈫
、
午
後
２
時

開
札　
入
札
締
切
後
直
ち
に
開
札

※
入
札
前
に
所
定
の
入
札
保
証
金

の
納
付
が
必
要
で
す
。

問
上
下
水
道
総
務
課
〔
☎
(24)
１
２ 

０
０
〕

水
道
事
業
用
地
を

一
般
競
争
入
札
で

売
却

固
定
資
産
評
価
審
査	

	

委
員
会
委
員
の
就
任

　
令
和
６
年
12
月
の
第
４
回
市

議
会
定
例
会
で
の
同
意
を
得

て
、
１
月
１
日
付
で
次
の
人
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
再
任
〉

鈴す
ず

木き 

信し
ん

治じ

さ
ん

松ま
つ

本も
と 

健け
ん

次じ

さ
ん

小こ

林ば
や
し 

邦く
に

子こ

さ
ん

問
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

事
務
局
（
内
線
９
５
０
８
）
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同
組
合
で
は
、令
和
７・８
年
度

の
建
設
工
事
や
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
業
務
へ
の
入

札
参
加
資
格
申
請
を
追
加
で
受
け

付
け
ま
す
。

資
格
有
効
期
間　
４
月
１
日
㈫
～

令
和
９
年
３
月
31
日
㈬（
２
年
間
）

申
請
書
提
出
要
領
の
配
布　
２
月

21
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分
）
ま
で
、
同
組
合
総
務
企
画
課

（
〒
５
８
４・
０
０
５
４
甘
南
備

２
３
４
５
）
で
配
布

※
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　
２
月
３
日
㈪
～
21
日

㈮
（
消
印
有
効
）
に
、
申
請
書
提

出
要
領
に
基
づ
き
作
成
し
た
書
類

を
同
組
合
総
務
企
画
課
〔
☎

（33）
６ 

５
８
４
〕
へ
郵
送
（
持
参
不
可
）

南河内環境事業組合

入札参加資格申請
を追加受け付け

～新庁舎建設について工事の進捗をお伝えします～

新 庁 舎 建 設 だ よ り

市庁舎北館の解体工事も終盤です！

　令和６年６月ごろから始まった市庁舎北館の解体工事も、内装の解体に続き、建物本体の解体も地盤面ま
での作業が無事に終わり、終盤を迎えています。
　現在は、地盤を掘削する際に周辺の地盤が崩れないようにする山留工事を進めており、これから建物本体
の下にある基礎の解体工事へと移っていきます。
　工事中は引き続きご迷惑をお掛けしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

問新庁舎整備推進室（内線 341）

解体工事の様子解体工事の様子解体前の市庁舎北館解体前の市庁舎北館

建物本体があった場所建物本体があった場所

令和６年９月～ 11月ごろ

　見上げるほど大きかった市庁舎北館も解体が進
むにつれて、日に日に小さくなっていきました。
　普段見ることのないような大きな機械を操縦し
て先端の爪で少しずつ取り壊していきます。

山留準備をする様子山留準備をする様子

令和６年 11月～ 12月ごろ

　建物本体もすっかり無くなり、解体後の部材を
分別しながら運び出しました。本体解体後の山留
工事を実施するため、準備に取り掛かっている様
子です。

市庁舎東側の水路改修工事に着手

　11月より、市庁舎東側の水路改修工事に着手
しました。作業のため、通行止めを実施しており、
ご不便をお掛けしています。工事の完了は令和７
年３月末ごろを予定しています。 水路改修工事の様子水路改修工事の様子

新庁舎イメージ動画
の再生回数が 1000
回を突破しました！
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こどもの権利
ワークショップ
を開催しました！

問こども政策課（内線 291）

　本市では、こどもの権利条例制定に向けて、こどもたちから意見を聴くために令和６年 11 月 17
日、12 月８日に「世界子どもの権利かるた」を用いたワークショップを開催しました。こどもたち
は、こどもの権利について楽しく学びながら、自分の想いを書いたオリジナルかるたを作りました。

ワーク１　かるたを実践！ ワーク２　友達に伝えたいかるた（権利）を選ぶ

・こどもはみんなが平等に生きる権利がある。すごく勉強になったし楽しかった。
・幅広い層に話を聞いて、全ての人を取りこぼさない条例にしてほしい。
・こどもの権利は“こどもだから”という理由で見落とされがちだけど、“こどもだから”こそ　
  尊重されるべきだと思う。

こどもたちの感想

　令和７年度は、こどもたちと一緒に条例制定を進めるために「（仮称）こども会議」の開催
を予定しています。詳細が決まり次第お知らせしますので、ぜひご参加ください。
　また、市ウェブサイト（こども政策課のページ）に、条例制定に向けた取り組みの
様子を掲載しています。右図よりご覧ください。

ワーク３　自分のオリジナルかるたを作成 ワーク４　幸せに楽しく過ごせる理想の富田林は？

子
ど
も
の
権
利
に

つ
い
て
学
ぼ
う

　
「
子
ど
も
の
権
利
」
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
、
子
ど
も
の
気
持

ち
を
知
り
、
考
え
る
こ
と
な
ど
を
、

講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
学
び
ま
す
。

と
き　
２
月
21
日
㈮
、
午
後
１
時

30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L
（
多
文

化
共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）

定
員　
40
人

費
用　
無
料

申
し
込
み　

２
月
６
日
㈭
～
、

T
O
N
P
A
L〔
☎

（24）
０
５
８
３
〕

ま
た
は
（
特
活
）
と
ん
だ
ば
や
し

国
際
交
流
協
会〔
☎

（24）
２
６
２
２
〕

へ
（
申
し
込
み
先
着
順
、
電
話
申

し
込
み
可
）

～
富
田
林
市
「
こ
ど
も
の
権
利	

条
例
」
制
定
に
向
け
て
～

誰が一番多くかるた
を取ることができる
かな？

「幸せに楽しく過ごせる
理想の富田林」について、
こどもたちの想いを記入
してもらいました。

10広報とんだばやし2025年２月号



キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
な
ど
の

接
種
期
間
を
延
長

　
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
接
種
の
期
限
は
３
月
31
日
㈪

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
８
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
１
年
間

延
長
し
ま
す
。

　
接
種
期
間
延
長
の
対
象
と
な
る

の
は
、
次
の
①
②
の
両
方
に
当
て

は
ま
る
人
で
す
。

①
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
21

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

②
令
和
４
年
４
月
１
日
～
令
和
７

年
３
月
31
日
㈪
ま
で
に
H
P
V
ワ

ク
チ
ン
を
１
回
ま
た
は
２
回
接
種

し
、
３
回
目
の
接
種
が
終
了
し
て

い
な
い
女
性

※
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で
に

接
種
を
開
始
し
て
い
な
い
人
は
対

象
外
で
す
。

※
最
新
の
情
報
や
実
施
医
療
機
関

な
ど
に
つ
い
て
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
の
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

任
意
接
種
費
用
助
成	

	
（
償
還
払
い
）
に
つ
い
て

　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者

で
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に

左
記
の
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
を
自
費

で
接
種
さ
れ
た
人
は
か
か
っ
た
費

用
の
う
ち
規
定
の
額
の
費
用
助
成

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
2
価
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
（
サ
ー

バ
リ
ッ
ク
ス
）

・
４
価
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
（
ガ
ー

ダ
シ
ル
）

※
９
価
H
P
V
ワ
ク
チ
ン
（
シ
ル

ガ
ー
ド
９
）
は
対
象
外
で
す
。

　
助
成
額
は
、
市
が
定
め
る
額
と

実
際
に
支
払
っ
た
額
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
は
令
和
７
年

３
月
31
日
㈪
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎

（28）
５
５
２
０
〕

子宮頸
けい
がんなどの

予防のための
HPVワクチンについて

接種期間を条件付きで延長します

病児保育事業
（病児対応型）
のご利用を

　
子
ど
も
が
風
邪
や
発
熱
な
ど
急

な
病
気
に
か
か
り
、
保
護
者
が
仕

事
を
休
め
ず
家
庭
で
の
保
育
が
困

難
な
場
合
な
ど
に
、
子
ど
も
を
専

用
ス
ペ
ー
ス
で
一
時
的
に
保
育
す

る
事
業
で
す
。

実
施
施
設
名　
富
田
林
病
院
な
で

し
こ
保
育
園
（
病
児
保
育
室
な
で

し
こ
）

所
在
地　
向
陽
台
一
丁
目
３
の
36

電
話
番
号　
〔
☎

（26）
９
０
２
１
〕

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、下
図
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

助産制度をご存じですか
　経済的理由により入院して出産すること
ができない妊婦に対して、特定の病院（助
産施設）への入所措置を行うことで、出産
費用を援助する制度です。
対象者　生活保護受給世帯、市・府民税非
課税世帯の妊婦
助産施設　済生会富田林病院、ＰＬ病院、
澤井産婦人科など
※一部負担金が必要です。
※入院前に申請が必要です。
※上記以外の市外の助産施設も対象となる
場合があります。詳しくは、お問い合わせ
ください。
問子育て応援課（内線289）

不
育
症
治
療
費
の
助
成

　
不
育
症
治
療
な
ど
を
受
け
て
い

る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
申
請
日
に
本
市
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
夫
婦
を
対
象
に
、

保
険
適
用
外
の
治
療
費
用
な
ど
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
検
査
や
治
療
の
途
中
で
あ
っ
て

も
１
年
度
に
１
回
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
助
成
対
象
と
な

る
検
査
お
よ
び
治
療
期
間
は
、
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。ま
た
、申

請
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
健

康
づ
く
り
推
進
課
の
ペ
ー
ジ
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書

は
同
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー〔
☎

（28）
５
５
２
０
〕
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地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

補
助
金
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
イ

ド
）
を
活
用
し
た
、
事
業
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
３
月
７
日
㈮
、
午
後
５
時

～
８
時

と
こ
ろ　
Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L
（
多
文

化
共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）

対
象　
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
、

ま
た
は
始
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
人

定
員　
30
人

費
用　
無
料

申
し
込
み　
２
月
６
日
㈭
～
、
市

民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
☎

（26）
７
８
８
７
〕
へ
（
申
し
込
み
先

着
順
、
電
話
申
し
込
み
可
）

M
ミ ラ ト ン ダ ッ シ ュ

ira-Ton’
2024 Part3
市元気なまちづくりモデル事業
補助金（チャレンジ・プライド）
を活用した事業報告会

　
令
和
６
年
12
月
２
日
で
、
現
行

の
健
康
保
険
証
は
新
規
発
行
を
終

了
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と

す
る
仕
組
み
に
移
行
し
ま
し
た
が
、

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替
え
が

済
ん
で
い
な
い
人
も
、
申
請
不
要

で
お
届
け
す
る
資
格
確
認
書
で
保

険
診
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証

は
、
有
効
期
限
ま
で
利
用
で
き
ま

す
。
有
効
期
限
が
切
れ
る
場
合
に

も
、
必
要
な
人
に
は
資
格
確
認
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な

い
人
＝
資
格
確
認
書
を
お
届
け
し

ま
す
（
申
請
不
要
）

●
新
た
に
後
期
高
齢
者（
75
歳
）に

な
っ
た
人
＝
資
格
確
認
書
を
お
届

け
し
ま
す（
申
請
不
要
）　
※
令
和

７
年
７
月
末
ま
で
の
暫
定
的
措
置

で
す
。

●
マ
イ
ナ
保
険
証
で
の
受
診
が
困

難
な
人
（
高
齢
の
人
、
障
が
い
者

な
ど
）
＝
申
請
に
よ
り
資
格
確
認

書
を
お
届
け
し
ま
す

　
転
出
届
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届
け

出
が
便
利
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
と
、
転
出
に
あ
た
り

富
田
林
市
役
所
へ
の
来
庁
が
原
則

不
要
と
な
り
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
で
、

日
本
国
内
で
の
引
越
し
を
す
る
人

が
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通

じ
て
転
出
届
の
提
出
を
し
た
後
は
、

別
途
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

転
入
先
の
市
区
町
村
の
窓
口
に
持

参
し
て
、
転
入
届
な
ど
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
手
続
き

に
は
、
ご
自
身
で
設
定
し
た
次
の

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

・
署
名
用
電
子
証
明
書
（
英
数
字

6
～
16
桁
）

・
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書（
数

字
4
桁
）

・
券
面
事
項
入
力
補
助
用
（
数
字

4
桁
）

※
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（
市
民
窓
口
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
１
、 

１
３
２
）

転出届は
マイナポータル
からオンラインで
届け出を

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で

な
く
て
も
今
ま
で
ど
お
り
の

医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
診
療
履
歴
に
基
づ
い
た
、
よ
り

良
い
医
療
が
受
け
ら
れ
る
な
ど
、多

く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
、
便
利
で

安
全
な
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り

替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
（
内
線
１
５
０
、 

１
５
９
）

金
剛
連
絡
所
２
階
ホ
ー
ル

貸
し
出
し
の
ご
案
内

　

金
剛
連
絡
所
で
は
、
２
階

ホ
ー
ル
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

利
用
時
間　
午
前
9
時
～
午
後

9
時
（
１
時
間
単
位
で
の
利
用

が
可
能
）

定
員　
45
人

料
金　
５
０
０
円
（
１
時
間
当

た
り
、市
内
在
住
の
人
の
場
合
）

※
市
外
在
住
の
人
や
営
利
目
的

な
ど
の
場
合
は
異
な
り
ま
す
。　

※
申
し
込
み
方
法
や
料
金
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
金
剛
連
絡
所〔
☎

（29）
１
４
０
１
〕

避難行動要支援者名簿に	
登録を
　本市では、災害対策基本法に
基づき、災害時
に自力での避難
が難しく、特に
支援を必要とす
る人について、災
害時の安否確認や避難支援に必
要となる情報をまとめた同名簿
を作成し、緊急連絡先などの情
報を協定を結んでいる地域の支
援組織へ提供しています。
　新規登録、登録の取り消し、登
録内容の変更などについては、お
問い合わせください。
問増進型地域福祉課（内線275）
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本
市
は
、
昭
和
39
年
４
月
10
日

に
ア
メ
リ
カ
・
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
ベ
ス
レ
ヘ
ム
市
と
姉
妹
都
市
提

携
を
結
び
、
令
和
６
年
で
提
携
60

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹
都

市
協
会
で
は
、
両
市
の
友
好
親
善

を
深
め
る
た
め
、
毎
年
交
互
に
学

生
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
本
市
か
ら
ベ
ス
レ
ヘ

ム
市
へ
の
派
遣
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
次
の
と
お
り
交
換
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

派
遣
期
間　
８
月
２
日
㈯
～
23
日
㈯

対
象
者　
市
内
在
住
の
高
校
・
専

門
学
校
・
短
大
・
大
学
生
な
ど

（
令
和
７
年
４
月
１
日
㈫
時
点
で

15
～
24
歳
）
で
、
同
協
会
員
（
学

生
は
年
会
費
１
０
０
０
円
）
と
し

て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ

を
は
じ
め
と
し
た
姉
妹
都
市
交
流

事
業
に
協
力
で
き
る
人

※
帰
国
後
に
報
告
会
を
開
催
。

募
集
人
数　
３
人

※
渡
航
費
用
な
ど
は
各
自
負
担
で

す
が
、
現
地
で
の
滞
在
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
た
め
、
私
的
な
費
用
を

除
い
て
ほ
と
ん
ど
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
海
外
旅
行
傷
害
保
険

は
同
協
会
で
負
担
し
ま
す
。

申
し
込
み　
４
月
14
日
㈪
、午
後

５
時
30
分
ま
で
に
、Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L

（
多
文
化
共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、同
館〔
☎

（24）
０
５
８
３
〕へ

※
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
人
権
・
市
民
協
働
課
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。　

※
５
月
11
日
㈰
に
選
考
会
を
開
催

し
、結
果
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

姉
妹
都
市

ア
メ
リ
カ
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
市
へ
の

交
換
学
生
を
募
集

選挙管理委員会
委員と補充員が
就任

　
令
和
６
年
12
月
の
第
４
回
市
議

会
定
例
会
で
の
選
挙
に
よ
り
、
12

月
18
日
付
で
次
の
人
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

〈
再
任
〉

南み
な
み 

貞さ
だ

子こ

さ
ん

武た
け

田だ 

一は
じ
む

さ
ん

〈
新
任
〉

栁や
な
ぎ

本も
と 

恵け
い

三ぞ
う

さ
ん

岡お
か

田だ 

る
り
子こ

さ
ん

●
補
充
員

〈
再
任
〉

花は
な

岡お
か 

康や
す

裕ひ
ろ

さ
ん

〈
新
任
〉

木き

口ぐ
ち 

敏と
し

子こ

さ
ん

皆か
い

見み 

貴た
か

人と

さ
ん

野の

村む
ら 

三み

枝え

さ
ん

　
ま
た
、
同
日
付
で
、
武
田 
一
さ

ん
が
委
員
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
内

線
９
５
０
８
）

市明るい選挙推進協議会委員を募集
　市明るい選挙推進協議会は、明るく正しい選挙
の執行を図り、私たちの意思が正しく政治に反映
される選挙を推進することを目的に活動する団体
です。
　同協議会は、一緒に委員として活動していただ
ける人を以下のとおり募集します。
主な活動や取り組み　選挙啓発活動、選挙管理執
行に対する協力など
応募資格　本市に住民登録がある18歳以上の人
募集人数　５人程度
任期　４月１日㈫より４年間
申し込み　２月28日㈮（必着）までに、応募申
込書に必要事項を記入し、選挙管理委員会事務局

（内線9508）へ（郵送可）
※応募申込書は同事務局で配布（市ウェブサイト

（総合事務室のページ）からダウンロードも可）。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金
制
度

～
町
会
（
自
治
会
）
に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
を
支
援
し
て
い
ま
す
～

　
地
域
の
見
守
り
、
住
宅
地
な
ど

で
の
犯
罪
抑
止
な
ど
、安
全
で
、安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、市
民

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
町
会

（
自
治
会
）
が
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
同

補
助
金
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
団
体　
町
会（
自
治
会
）な
ど

補
助
金
額　
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
の

設
置
に
係
る
経
費
の
３
分
の
２
の

額
で
、一
事
業
に
つ
き
上
限
50
万
円

※
耐
用
年
数
の
経
過
に
伴
う
更
新

（
機
器
入
替
）に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
前
に
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
運

用
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
４
）

富田林・ベスレヘム姉妹都市協会
会長　久保 留美子さん

富田林市とはまた違った文化が
息づいているベスレヘム！ 皆さ
んの視野が広がる大き
なチャンスですよ～！ 
新しい友達や価値観と
出会ってみませんか!?
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高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等

推
進
委
員
会
の
委
員
を
募
集

　
介
護
保
険
事
業
や
高
齢
者
施
策

の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
同
推

進
委
員
会
の
委
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

対
象
者
・
定
員　
本
市
在
住
の
第

１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
＝

１
人
、
第
２
号
被
保
険
者
（
40
～

64
歳
）
＝
１
人

任
期　
４
月
１
日
㈫
～
令
和
10
年

３
月
31
日
㈮

申
し
込
み　
２
月
３
日
㈪
～
、
高

齢
介
護
課
で
配
布
す
る
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
文
（
文
字
数
は
１
０
０
０
～

１
２
０
０
字
、
用
紙
・
様
式
は
自

由
）
を
添
え
て
、
２
月
28
日
㈮
、

午
後
５
時
ま
で
に
、
同
課
（
内
線

１
７
５
、１
７
６
）
へ
持
参
（
郵
送

不
可
）

※
作
文
で
１
次
選
考
、
面
接
で
２

次
選
考
し
ま
す
。
２
次
選
考
の
面

接
は
、
３
月
中
旬
に
実
施
予
定
で

す
。

富田林ブランド
産品を募集

　
富
田
林
商
工
会
で
は
、
市
内
で

生
産
・
製
造
さ
れ
た
農
産
物
や
食

品
、
加
工
品
を
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委

員
会
独
自
の
基
準
に
よ
り
、「
富
田

林
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
認
定
（
現

在
36
産
品
）
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
富
田
林
ブ
ラ
ン

ド
」
に
認
定
す
る
産
品
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
認
定
さ
れ
た
産
品
は
富
田
林
ブ

ラ
ン
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
広
く
販
売
促
進
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
で
事
業
を
営
ん

で
い
る
個
人
・
法
人
、
ま
た
は
そ

れ
ら
で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
・

団
体

対
象
産
品　
市
内
で
生
産
・
製
造

さ
れ
た
「
農
畜
水
産
物
」「
食
品
」

「
製
品
」

申
し
込
み　
２
月
６
日
㈭
～
21
日

㈮
（
必
着
）
に
、
富
田
林
商
工
会

ま
た
は
商
工
観
光
課
に
備
え
付
け

の
認
定
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、
郵

送
で
、〒
５
８
４・０
０
１
２
粟
ケ

池
町
２
９
６
９
の
5　
富
田
林
商

工
会
内
ブ
ラ
ン
ド
認
定
委
員
会
事

務
局
〔
☎

（25）
１
１
０
１
〕
へ

制服などのリユースにご協力を
　不用になった市立幼稚園、小・中
学校の制服や通学帽、体操服、上靴、
ウインドブレーカー、制カバンなど
がご家庭にありましたら、ぜひ学校
園にご連絡ください。
　成長期の子どもたちを育てる家庭
の負担を少しでも軽くするととも
に、限りある資源を有効に活用する
ため、制服などのリユースにご協力
をお願いします。
※リユース品としてご協力いただい
た制服などの提供（レンタル、バザー
など）の時期・方法については、直
接、学校園にお問い合わせください。

教育指導室（内線369）

手話通訳者、要約筆記者	
の登録を
　本市では、聴覚障がい者およ
び音声・言語機能障がい者など
の福祉に理解があり、熱意のあ
る手話通訳者、要約筆記者を募
集しています。
対象　20歳以上で、日常生活
上の必要なことについて手話通
訳ができる人、または要約筆記
講習会を修了した人　
※手話通訳者には、３月２日㈰
に登録判定試験を実施します。
申し込み　２月17日㈪までに、
障がい福祉課（内線192）へ

　
金
剛
地
区
の
再
生
・
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、本
市
、大
阪
大
谷
大
学
、阪
南

大
学
、
U
R
都
市
機
構
の
４
者
で

K
L
L
P
（
Kこ

ん

ご

う

O
N
G
O　
Lリi

vビ

ン

グ

i
n
g　
Lラ

ボ
a
b　
Pプ

ロ

ジ

r
o
j

eェ

ク

ト

c
t
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
両
大
学
の

学
生
が
金
剛
地
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
同
地
区
の
再
生
・
活
性
化
に
寄

与
す
る
取
り
組
み
を
自
由
に
展
開

し
、
本
市
・
U
R
都
市
機
構
が
サ

ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

と
き　
２
月
10
日
㈪
、
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
大
阪
大
谷
大
学
博
物
館

２
階　
11
—

2
0
1
教
室（
錦
織
北

三
丁
目
11
の
１
）

内
容　
両
大
学
の
学
生
に
よ
る
同

取
り
組
み
の
成
果
報
告
な
ど

費
用　
無
料

申
し
込
み　
２
月
９
日
㈰
ま
で
に
、

下
図
か
ら
申
し
込
み

※
当
日
直
接
来
場
も
可
。

問
大
阪
大
谷
大
学
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー〔
☎

（24）
０
４
５
２
〕

K
L
L
P

成
果
報
告
会
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防災無線による訓練放送を実施
　国が主催する情報伝達訓練が全国の市町村におい
て一斉に実施され、全国瞬時警報システム

「Ｊ
ジェイ

アラート」を用いた訓練放送が市内に
設置している防災無線から流れます。
　本市では、武力攻撃事態や緊急対処事態が発生し
た場合に、迅速かつ的確に避難の指示・誘導などが
実施できるよう、「避難実施要領パターン」を作成し
ています。皆さんもこれを機会に、身を守るにはど
うしたらよいか考え、その場で行動してみましょう。
とき　２月12日㈬、午前11時ごろ（予定）
※気象・地震活動の状況などによっては、訓練放送
を中止することがあります。
●全国瞬時警報システム「Ｊ

ジェイ

アラート」とは？
　地震やミサイル飛来情報などの対処に時間的な余
裕がない事態が発生した場合、通信衛星を用いて国

（消防庁）から直接市町村などに情報を送信し、市町
村の同報系防災行政無線を自動起動するなどして住

民に緊急情報を瞬時に伝達するシステムのことです。
●特殊標章
　右のマークは、国際的な特殊標章
で、国民保護措置に係る業務などを
行う人やその職務などに使用される
車両などを識別するためのもので
す。デザインはオレンジ色地に青の正三角形です。
問危機管理室（内線9503）

防災情報音声案内サービスのご利用を
　同サービスは、防災無線から放送している防災情
報の内容を電話で確認できるものです。防災無線の
放送が聞き取りにくい場合などにご活用ください。
　なお、この電話はフリーダイヤルで通話料はかか
りません。ただし、緊急情報の放送では使用できま
せん。
電話番号〔☎0800（805）5653〕（固定電話・携帯
電話共通）
問危機管理室（内線9503）

●
全
国
統
一
防
火
標
語
「
守
り
た

い 

未
来
が
あ
る
か
ら 

火
の
用
心
」

　
３
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮
は
、
令

和
７
年
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間
で
す
。
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
防

火
意
識
を
高
め
、
火
災
が
発
生
し

た
場
合
に
も
、
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
、
生
命
や
財
産
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

問
大
阪
南
消
防
局
予
防
課
〔
☎

０
７
２（
９
５
８
）９
９
２
８
〕

防
火
標
語
が
決
定
！

　
市
防
火
協
会
と
の
共
催
で
募
集

し
た
防
火
標
語
は
24
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
次

の
と
お
り
最
優
秀
作
品
１
点
、
優

秀
作
品
３
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
最
優
秀
賞
作
品
の
防
火
標

語
は
、
今
後
５
年
間
、
市
防
火
協

会
の
活
動
地
域
に
お
い
て
、
防
火

啓
発
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

最
優
秀
賞

●
「
消
し
た
は
ず 

そ
れ
が
危
な
い 

も
う
一
度
」

山
手
町　
笹
原 

秀
計
さ
ん

優
秀
賞

●
「
消
し
た
か
な 

気
に
す
る
前
に

確
認
を
」

太
子
町
山
田　
河
田 

奈
緒
子
さ
ん

●
「
い
っ
て
き
ま
す 

最
後
に
出
る

君 

責
任
者
」

錦
織
東　
西
田 

都
さ
ん

●
「
火
の
後
始
末
、
再
度
の
確
認

も
う
一
度
！
」

宮
甲
田
町　
女
性

問
富
田
林
消
防
署
消
防
課
〔
☎

（23）

１
１
２
３
〕

鉄道運賃割引が
導入されます

精神障がい者保健福祉手帳を
お持ちの人へ

　

４
月
１
日
㈫
よ
り
、
J
R
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
各
鉄
道
会
社
に
お

い
て
、
精
神
障
が
い
者
の
鉄
道
運

賃
割
引
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
お
手
持
ち
の
手
帳
に
「
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
等
旅
客
運
賃
減
額
第

１
種
」
ま
た
は
「
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
等
旅
客
運
賃
減
額
第
２
種
」

の
記
載
が
あ
る
か
ご
確
認
い
た
だ

き
、
記
載
が
な
い
場
合
は
障
が
い

福
祉
課
（
内
線
１
９
２
）
へ
手
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
記
載
の
あ
る
手
帳
を
お

持
ち
の
人
は
、
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
第
１
種
＝
障
が
い
等
級
が
１
級

の
人
、
第
２
種
＝
障
が
い
等
級
が

２
級
ま
た
は
３
級
の
人
。

春
の
火
災
予
防
運
動

令
和
７
年
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富と
み
見け
ん
箱ば
こ
（
意
見
箱
）
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　
令
和
５
年
度
よ
り
、
意
見
箱
の

名
前
を
「
富
見
箱
（
と
み
け
ん
ば

こ
）」
に
変
更
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
市
政
に
対
す
る
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

市
役
所
１
階
総
合
案
内
横
に
設
置

し
て
い
る
同
意
見
箱
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
庁
舎
建
て
替
え
な
ど
で

発
生
し
た
廃
段
ボ
ー
ル
な
ど
を
使

用
し
、
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
作
成
し
ま
し
た
。

　
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
写
真
撮

影
や
S
N
S
投
稿
も
大
歓
迎
で

す
（
個
人
情
報
に
は
ご
配
慮
く
だ

さ
い
）。

　
「
市
民
と
と
も
に
つ
く
る
、
市

民
が
幸
せ
に
な
る
、
市
民
本
位
の

市
政
」
の
実
現
に
向
け
て
、
ぜ
ひ

「
富
見
箱
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や

ご
提
案
の
要
旨
と
そ
れ
に
対
す
る

本
市
の
考
え
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
都
市
魅
力
課
の
ペ
ー
ジ
）で
公
表

し
て
い
ま
す
。

問
都
市
魅
力
課
（
内
線
１
８
４
）

　
河
川
の
汚
れ
の
原
因
の
約
７
割

が
、台
所
や
風
呂
、洗
濯
な
ど
の
家

庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
で
す
。
こ

の
生
活
排
水
の
影
響
は
、
河
川
の

流
量
が
減
少
す
る
冬
季
に
大
き
く

な
り
ま
す
。
各
家
庭
か
ら
出
る
生

活
排
水
を
で
き
る
だ
け
汚
さ
ず
に

流
す
こ
と
で
、
河
川
の
水
を
き
れ

健康づくり	 	 	
いきいきセミナー
とき　３月５日㈬、午後２時～３
時40分（午後１時30分～受け付け）
ところ　すばるホール
内容　宮田 重樹さん（医療法人
誠樹会宮田医院）による講演「介
護予防、フレイル・ロコモについ
て」、府立河南高等学校和太鼓部
による演奏
対象　市内在住で60歳以上の人
定員　60人
費用　無料
申し込み　２月６日㈭、午前９時
30分～、市シニアクラブ連合会
事務局〔☎（25）8261〕へ（申し
込み先着順、電話申し込み可）

２月は
「水質改善強化月間」

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
の
汚
れ
た
生
活
排
水

を
少
な
く
す
る
取
り
組
み
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
残
さ
な
い

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、

残
り
物
を
排
水
溝
に
流
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
拭
き
取
る

食
器
や
鍋
な
ど
の
汚
れ
は
、
布
や

紙
で
拭
き
取
っ
た
り
、ヘ
ラ
で
か
き

取
っ
た
り
し
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ

う
。

●
流
さ
な
い

食
用
油
は
冷
ま
し
て
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ
て
、市
役
所
・

金
剛
連
絡
所
な
ど
の
回
収
ス
ポ
ッ

ト
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
新
た
な

資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
）

定期普通救命講習
とき　３月23日㈰、午後１時30
分～４時30分（ウェブ講習修了
者は、午後２時30分～４時30分）
ところ　大阪南消防局（藤井寺
市青山三丁目613の８）
※駐車場はありませんので、公
共交通機関をご利用ください。
内容　AEDの使い方や心肺蘇
生法を学ぶ
対象　市内在住・在勤・在学の人
定員　30人
費用　無料
申し込み　２月25日㈫、午前９
時～、電話で、大阪南消防局救
急課〔☎072（958）9932〕へ

（申し込み先着順）

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
水

が
凍
り
水
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合

は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る

・
水
道
管
が
家
の
北
側
に
あ
る

・
水
道
管
に
風
が
強
く
当
た
る

・低
温
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

凍
結
を
防
止
す
る
に
は

　

水
道
管
や
蛇
口
な
ど
を
保
温

材
・
毛
布
・
タ
オ
ル
な
ど
で
包
み
、

そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
を
巻
い
て

保
護
し
ま
し
ょ
う
。

水
道
管
が
凍
っ
た
と
き
は

　
タ
オ
ル
な
ど
を
巻
き
つ
け
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を

か
け
て
溶
か
し
ま
す
。
熱
湯
を
直

接
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　
止
水
栓
を
閉
め
、
水
を
止
め
て

修
繕
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
止
水
栓
の
位
置
は
あ
ら
か

じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
水
道
の
修
繕
は
、市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
水
道
工
務
課〔
☎

（24）
１
２
０
２
〕

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
を
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Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　12月17日、「中学生の
税についての作文」で富
田林税務署管内で最優秀
賞に選ばれた喜志中学校
３年生の中川 詩乃さん
が、富田林税務署の一日
署長に就任されました。

　12月26日、第23回全国
障害者スポーツ大会のス
ラロームで優勝、ビーン
バック投で第４位の成績
を収められた西田 卓司さ
んが表敬訪問されました。

　12月19日、第74回障
がい者自立更生等厚生労
働大臣表彰を受賞された
扶川 始さんが受賞報告
に来庁されました。

　12月26日、第48回ピテ 
ィナ・ピアノコンペティシ 
ョン大会に出場された、寺 
池台小学校６年生の川本 
菜月さん、４年生の小椋 
琉琥さん、小金台小学校
２年生の清本 朔さん、金
剛幼稚園の塩見 喜陽さん
が表敬訪問されました。

　12月23日、藍
ら ん

綬
じ ゅ

褒章を
受章された富田林消防団
の山本 孝信さんが受章
報告に来庁されました。

　12月23日、紀陽銀行
との地域経済活性化に関
する連携協定の締結式が
実施されました。
　今後は、地域経済のさ
らなる発展に向けて連携
を進めていきます。

　12月24日、関西みら
い銀行との地域経済活性
化に関する連携協定の締
結式が実施されました。
　今後は、地域経済のさ
らなる発展に向けて連携
を進めていきます。

雑
誌
の
無
償
提
供
事
業
者

（
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
）
を	

募
集

　

市
立
図
書
館
で
は
、
雑
誌

コ
ー
ナ
ー
の
充
実
や
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
雑
誌

ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
と
は

　
事
業
者（
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
）

に
図
書
館
で
利
用
す
る
雑
誌
を

購
入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
雑

誌
に
広
告
を
添
付
す
る
な
ど
し

て
広
告
媒
体
と
し
て
活
用
す
る

制
度
で
す
。

●
広
告
な
ど
の
掲
載
方
法

　
事
業
者
に
は
、
図
書
館
指
定

の
「
雑
誌
リ
ス
ト
」
の
中
か
ら

雑
誌
を
選
び
、
購
読
料
を
一
括

し
て
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
雑

誌
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

雑
誌
の
書
架
と
表
紙
に
は
ス
ポ

ン
サ
ー
名
、
裏
表
紙
に
は
広
告

を
掲
載
し
ま
す
。

　
市
立
図
書
館
で
は
、
雑
誌
を

購
入
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
中
央
図
書
館〔
☎

（25）
４
９
２
１
〕、

金
剛
図
書
館
〔
☎

（28）
１
１
７
１
〕

　１月７日、ボランティ
ア功労者厚生労働大臣
表彰を受賞された富田林
点訳サークルの皆さんが
受賞報告に来庁されまし
た。
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